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2001 ～ 2002 年照明探偵団倶楽部新規会員募集 ・継続手続き

7 月から照明探偵団倶楽部の新年度になります。 これまで会員だった人は迷わず更新。 会費の先取り支払いも歓迎です。

また皆さんの周りの興味を持ちそうな方々にも会員募集を宣伝してください。 少しずつ、 会員の輪を広げていきましょう。

さて、 照明探偵団は現在、 強力なインターネットのホームページを立ち上げようとしています。 従来のホームページも （良く読むと） 内容の

深い記事がいっぱいあるのですが、 海外への発信も含めてもっとアクティブな情報交換のシステムにしていきます。 皆さんからも、 どんなホー

ムページであって欲しいか、 ご意見をいただけたらと思います。

今年の探偵団倶楽部は 「街歩き」 と 「探偵団サロン」 と 「探偵団通信」 とを相互に連動しながらやっていくつもりです。 これまでは、 やや

もすると毎回初心者向けの教育的街歩きになってしまいがちでしたが、 これからは毎回、 街歩きのためのテーマと仮説をはっきりしていきま

す。 そしてその成果をサロンに活かし、 通信にも連動していくつもりです。

徐々に新しい発見のための探偵団倶楽部にしよう、 というものです。 毎回の街歩きやサロンのご案内を見逃さないようにしてくださいね。

照明探偵団倶楽部の概要

                  １.  サロン的研究会を定期的に開催する。

                  ２.  街歩き照明調査などの探偵活動を随時行う。

                  ３.  機関誌 「照明探偵団通信」 を発刊する。

■入会

                  入会資格 特になし

                  入会金    無料

                  年会費    １０００円　２００２年６月まで （振込み手数料別）

■入会 ・ 継続手続き方法

                  １.  下記口座に年会費を振り込む。

                       「あさひ銀行青山支店　普通預金　1075901　照明探偵団団長　面出薫」

                  ２.  入会申込書に必要事項を記入する。 　※継続の方で登録内容の変更がない方は 「継続」 に○を付

け、

                  　　名前のみ記入し、 「年会費振込み済み」 とコメント欄に明記して下さい。

                  ３.  入会申込書、 振り込み金受領書のコピーを事務局へ送る （FAX または郵送）

                  ４.  以上で、 入会 ・ 継続手続きは終了です。 諸活動について随時ご連絡いたします

新規 ・ 継続
(どちらかに○を付けて下さい )



原稿はいつも飛行機の中で書く ・ ・ ・ という

のが癖になってきた。 こんなことばかりして

いると、 そのうち飛行機に乗らなければ原稿

もろくに書けなくなってしまうかも知れない。

山の緑に囲まれたそよ風の書斎なんて夢な

のでしょうか。 まあいいや、 今日はミラノの

馬鹿騒ぎを逃れて、 ＮＹへ向かう LH711 の

機内からのレポートです。

昨日まで４日ほどミラノの街中で暮らしまし

た。 やれやれ、 得体の知れない４日間で

した。 イタリアの商工会議所 （INTEL ／ In-

ternational Electrotechnics Electronics and 

Lighting Exhibitions） からの招きで、 23 日

～ 26 日までミラノ国際見本市会場で照明の

見本市。 それに相乗りして、 ヨーロッパ照

明デザイナー協会 （ELDA ／ Europe Light-

ing Designers Association） が “Light Focus 

2001” という 「会議と講演会とパーティがごっ

ちゃになったようなイベント」 を企画した様子

です。 未だにこの招待企画が何だったのか

良く解らない人も多いのだが ・ ・ ・ 。 招待

者の一人、 照明デザイナーの海藤春樹さん

などは、 指定されたホテルに着いても何の

プログラムももらえずに、 大切なデザイナー

ズ ・ ディナーにも参加できずに勝手に行って

勝手に帰ってきたらしい。 まあ、 海藤さんも

イタリア人に負けず劣らずの楽観主義者だか

ら、 余り怒った様子もないけれど、 普通なら

招待者に対するノーアテンドは重罪です。 イ

タリア人のすることだからいいか ・ ・ ・ てな

ところでした。

しかしこの楽観的なご招待は、 ずいぶん規

模が大きい。 私は昨年の 12 月頃に誘いを

受けていたのですが、 直前の一月前にも６

名ほどのご招待があったりして、 日本人だ

けでも私の知るかぎりで 11 人もの方々が旅

費と宿泊費を INTEL 持ちで招待されたのでし

た。 イタリア政府もずいぶんの太っ腹 ・ ・ ・

とは思いませんか。 そのほかに大勢のヨー

ロッパ各地の ELDA 会員や、 アメリカ、 カ

ナダからも IALD(International Association of 

Lighting Designers) のメンバーも招待された

のです。 事務局の人は 「150 人ほどの世界

的な照明デザイナーの方々 ・ ・ ・ 」 と言っ

ていたのですが、 著名なデザイナーの全て

が集まったわけではありませんが、 盛況だっ

たことは確かです。

どうしてこんなに沢山の照明デザイナーを集

めるための金が出たのか解りませんが、 多

分一月前に行われた、 ユーロルーチェ (Euro 

Luce) との確執があるのでしょう。 細かい

ことですが、 昨年から始まった Frankfurt 

Messe(Light and Building) は隔年開催で、 そ

の間にこの INTEL が開催されます。 しかし

今年は４月初めに恒例の Euro Luce が催さ

れて、 しかも５月末には Las Vegas で “In-

ternational Light Fair” もあるのです。

Euro Luce はイタリアを中心とした、 どちらか

というと装飾的なデザイン照明器具に寄って

いて、 INTEL は電材機器なども扱う技術照

明寄り ・ ・ ・ という風に位置づけられるので

しょうが、 片やアルテミデ＋フロスというイタ

リアを代表する老舗がスポンサーシップを崩

さないのに対して、 INTEL の方はイ・グッチー

ニとタルゲッティという、 イタリア照明業界で

の新興勢力がスポンサーシップを握る、 とい

う構図にあるようです。 それだから、 国際的

な照明業界の見本市は明らかに、 ドイツ、

イタリア、 アメリカという３国が主導権を争っ

ているのです。 その他にはスペインのバレン

シア照明見本市や、 イギリス、 アメリカで開

かれる舞台イベント照明器具の見本市、 そ

してどうなることか解りませんが、 来年はパ

リでも INTEL のようなものが開催される予定

だそうです。 今時、 見本市などやっていか

ほどの意味があるのでしょうか。 私には理解

できませんが ・ ・ ・ 。

何事も批判的に構えてしまうのが私の悪い癖

ですが、 今回の得体の知れないほど沢山の

照明デザイナーや関係者が一堂に会した、

ということはとてもおもしろい場面をたくさん

残してくれました。 日本からは海藤さんの他

に、 石井幹子さん、 近田玲子さんも参加し、

パリに住む石井さんのお嬢さん石井明理さん

と近田さんが公式レクチャーをしました。 ＮＹ

からは私の旧友 Charles Stone、 イギリスか

らは Jonathan Spare + Mark Major の各氏、

パリからは Louis Clare も来ていました。 昨

年の秋にコペンハーゲンとストックホルムで

私がレクチャーをしたこともあって、 たくさん

の北欧の照明デザイナーやその卵たちとも、

楽しく会話が出来ました。 おもしろい場面と

いうのは、 これらの国際的照明デザイナー

は色々な局面で仕事上の競合をしている、

ということです。 だから、 表面的には大げさ

に友好を図っているのですが、 私に小声で

言うことは批判と嫉妬と自己顕示欲の固まり

のようなのです。 なかなか生身のデザイナー

というものは健気なものだと悟りました。 悪

い人ではないのですが、 時に子供のようでも

あります。 そのような競合する人たちが、 ど

のようにして職能協会を楽しんでいくのでしょ

うか。

私はヨーロッパで講演をするようになった

り、 英文の本が出版されたり、 雑誌に私た

ち LPA の仕事が紹介されるようになったの

で、 随分たくさんの人が私の名前を知ってい

ました。 でも照明デザイナーというだけでな

く “Lighting Detectives” つまり照明探偵団と

いうのも彼らの中で有名で、 「面白いことやっ

てるね」 というわけです。 中には探偵団に

加わりたい ・ ・ ・ という人もいましたよ。

そんなわけで、 よく訳の解らない 150 人の照

明デザイナーの集まりでしたが、 イタリアら

しくてよかったのかも知れません。 毎日のよ

うにワインを飲んでグラッパにやられていまし

たが、 郷に入らば郷に従え、 という風かな。

私も何時になくいい加減な時間を余儀なくさ

せられました。 まあ、1.5 日間はホテルに籠っ

てデスクワークでしたが ・ ・ ・ 。 美味しい食

事は最後の１日だけ。 建築家の城戸崎なぎ

ささんとそのお友だちの知子さん、 LPA の稲

葉さんの４人で、 やっと街中に出て美味しい

ワインとイタリア料理。 見本市っていやだね。
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●第 26 号　2001 年 5 月 26 日　土曜日

ミラノ徒然／世界中から集合した 150 人の照明デザイナー ヨーロッパ照明デザイナー協会　講演会

面出の探偵ノート



今回の街歩きではビーナスフォートをター

ゲットとして、 商業施設照明とその経済効果

との関係を調査してきました。

天気はあいにくの雨で気温も低く、 みん

なで避難するかのようにビーナスフォートに

駆け込みました。 調査方法は二つ。 一つは

照度計を用いて通路や店舗内の照度を測る

方法と、 もう一つは各店舗ごとに色温度を塗

り分ける方法 （オレンジっぽい色と白っぽい

色の二種類のみ） です。 調査は団員の皆さ

んが主体となって行われました。 あまりにも

堂々とお店の中でも調査をしていたため、 警

備員さんにしかられる場面もありましたが、

それだけがんばった甲斐があり、 その調査

結果から色々なことが分かりました。 まず、

色温度は全体的に白っぽい色が多かったと

いうこと。 レストランはさすがに暖色系の色

合いでまとめられていましたが、 服飾の店舗

では眩しいほど真っ白な光を使っているとこ

ろが多く、 通路の照度が 10 lx ～ 30 lx と暗

いので余計に目立って見えました。 このよう

にビーナスフォートではそれぞれの店舗が競

い合うように主張していて、 統一感が感じら

れません。 それに対して、 モデルとなったラ
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第 11 回街歩き

「ビーナスフォート編」

2001 年 6 月 7 日

研究会倶楽部活動 1 - 街歩き

スベガスのフォーラムショップスでは全体とし

ての照明計画がしっかりとしているため、 各

店舗が全体の雰囲気に馴染むように計画さ

れています。 一見、 照明計画の縛りを強く

すると、 それぞれの店舗の自由度がなくな

り、 集客力が弱まるのではないかと思われ

がちですが、 東京国際フォーラムの ampm

を見ても分かるように、 周りの雰囲気にとけ

込む様に設計されても、 利用者が減少する

事はありません。 建物全体の雰囲気を快適

なものにすることによって逆に集客力が高ま

るのです。 しかしビーナスフォートの設計者

は、 今後各店舗の看板などについて、 さら

に規制緩和を進めようとする考えを持ってい

るようです ・ ・ ・ 。

恒例の懇親会でも、 フォーラムショップス

のビデオや写真を元にビーナスフォートとの

　第 10 回街歩きは、 平成 12 年 12 月 12 日

に都営 12 号線を改名し開通した都営大江戸

線がターゲットでした。 いわば 「常に夜」 で

ある地下鉄の光はどうなっているのか、 最

新の地下鉄駅で探ることが目的。 花粉が猛

威をふるう 3 月も末日、 面出団長もマスクを

しながらの照明探偵です。 今回は海外から

のゲスト （北欧美女 3 人！） も参加してくだ

さり、 いつにもまして賑やかな街歩きになり

ました。

　スタートは飯田橋駅から。 改札を抜けて天

井を見上げると、 そこには緑色のパイプを

ネット状につなげた 「ウエブフレーム」 が、

ところどころに蛍光灯を携え波打ちながら広

がります。 個性的で大胆な照明設備に団員

一同は驚きの声。 エスカレーターで下りて向

かったプラットホームには、 中央上部にくり

ぬかれた空間がすうっと延びます。 今までの

地下鉄の駅とは違った雰囲気の中、 実際の

数値として照度や輝度を記録しました。

　その後、 一日乗車券を購入した団員一同

第 10 回街歩き

「都営大江戸線駅編」

2000 年 3 月 29 日

は存分に、 でもちょっと駆け足で途中下車を

しながら最終目的駅 ・ 麻布十番駅へ向かっ

たのでした。 そこで近代的な地下鉄駅の調

査から一変して、 レトロな雰囲気いっぱいの

麻布十番温泉にて入浴、 懇親会です。 海

外ゲストの方々の貴重な意見も参考になりま

した。 こうして、 体もぽかぽかになり和やか

な雰囲気の中、 大江戸線照明探偵は幕を閉

じたのでした。

違いを見直すことができました。

今回の街歩きではフォーラムショップスと

の違いを検討しながら歩く事ができたため、

ビーナスフォートの新たな発見ができたので

はないかと思います。

大江戸線の紹介ページ

http://www.japandesign.ne.jp/HTM/JDNREPORT/

stationdesign/index.html

飯田橋駅 春日駅

色温度調査のスケッチ

調査風景



第 14 回研究会サロン

【ビーナスフォート調査報告 / ラスベ

ガス調査報告】

 2001 年 06 月 11 日

　昨年の 12 月以来じつに半年ぶりの開催と

なりました今回のサロン、 外は梅雨時のじっ

とりとした空気でしたが 20 数名もの団員のみ

なさんが参加してくださいました。

集客力と照明の関係

　まず、 先日行われたビーナスフォート調査

の結果とビーナスフォートのモデルとなったラ

スベガスフォーラムショップスを比較してみま

した。 どちらも見たことがある人が口を揃え

て指摘するところはやっぱり色温度。 ビーナ

スフォートの石畳の町並みに漏れてくる店舗

からのあかりが真っ白なのはちょっともったい

ない感じがします。 一方フォーラムショップス

では一見暗そうな道にも程よい間隔で暖かい

光を湛える小さな売店などが配されており、

それらがさりげなく行灯の役割を担っていたり

もしました。 北米で面積あたりの売上高No１

を誇るフォーラムショップスとビーナスフォート

との違いは実にそんな些細なところにもある

のかもしれません。 　

　さて、 集客を目的とした照明といえば忘れ

てはならないのがラスベガスのフリモントスト

リートエクスペリエンスです。 今でこそラスベ

ガス観光の中心をストリップに奪われてしまっ

ているものの、 もともとのラスベガスの中心

といえばここフリモントストリート。 減ってし

まった観光客をなんとか呼び戻そうと復興を

かけて展開された光のショーです。 通りを覆

うアーチの全長はなんと 450m ！その一面に

210 万個の電球がびっしりと設置されていて、

それらが色とりどりの画像を映し出すというも

の。 すべて白熱電球なので毎日メンテナン

スをしているとか。 でもこの光のショーのお

かげで観光客が以前の 5 倍に増えたという

のだから大成功◎でしょう。

研究会倶楽部活動 2 - 研究会サロン

9　照明探偵団通信　vol.10

　派手に明るくすればお客さんがくるというわ

けでもないし、 やっぱり全体としての完成度

なのでしょうか、 集客力と照明の関係の奥深

さを考えさせられたのでした。

デザイナーのこだわり

　そのほかニューオープンしたラスベガスの

テーマホテルの調査結果も報告されました。

ラスベガスのホテルは外観のライトアップに

ももちろん力が入っていますが、 それぞれの

テーマに沿った照明の演出もまた見ごたえが

あります。

フォーラムショップスに並ぶ店舗　/　通りにはあまり光が漏れていない

ホテル ・ ヴェネチアンの列柱廊

は照明をデザインしているのであって、 天井

面を計画しているのではない！」 というアメリ

カのデザイナーのこだわりだとか。 日本の照

明デザイナーはとかく照明器具をグリッドに

沿った配置にしたがるけれど、 彼らは天井

意匠よりもそれらによって照らされる照射面

を大事にするのでその結果このようになった

のではないかとのこと。 そして団長 「ならば

もっと器具自体が目立たないようにダークラ

イトにするべきだったのでは」 という指摘も忘

れません。 （5 ページに関連記事が掲載され

ています）。

ヒカリモノ

　サロンの最後には毎回恒例となっているこ

のコーナー。 今回は沢田団員が海外の面白

いヒカリモノを写真で紹介してくれました。 そ

のうちの一つはドイツの成長する光。 円錐

形の乳白色の防水膜に下から扇風機で風を

送ってふくらませ、 それが怪しげに光るとい

うもの。 もう一つはスウェーデンの青い光の

かまくら。 氷でできたかまくらに下から青い

光でライトアップしたもの。 どれも幻想的でみ

なそれらの写真に見入っていました。

　このほか小さく光るキーホルダー （ライトフェ

アでもらってきた各メーカーのノベルティを含

む） や、 某団員がラスベガス郊外の道路脇

でとってきた （！？） 看板まわりの小さな反

射板などなど手にとって見られるものもたくさ

ん紹介されました。

ビーナスフォートに並ぶ店舗　/　店舗の光が通りを白く照らしている

　その中のひとつホテル ・ ヴェネチアンは

IIDA 賞 (International Illumination Design 

Awards) も受賞したホテルでイタリア風の荘

厳なイメージ。 そのロビーに飾られている大

きな絵を照らしているアジャスタブルダウンラ

イトがギザギザした配置になっていることに

ついて団員が質問すると面出団長がこれに

応えてくれました。 曰くこれは 「わたしたち



【照明探偵団の活動は以下の 23 社にご協賛いただいております。】

ルートロンアスカ株式会社　岩崎電気株式会社　松下電工株式会社　東芝ライテック株式会社　小糸工業株式会社　三菱レイヨン株式会社　

ヤマギワ株式会社　株式会社ウシオスペックス　山田照明株式会社　マックスレイ株式会社　オーデリック株式会社　ニッポ電機株式会社　

株式会社エルコ ・ トートー　株式会社ウシオユーテック　日本フィリップス株式会社　小泉産業株式会社　株式会社遠藤照明　

三菱電機照明株式会社　大光電機株式会社　湘南工作販売株式会社　金門電気株式会社　ヨシモトポール株式会社　日本電池株式会社　

照明探偵団日記

” ラスベガス” という響きに心躍らない人はいないと思います。

カジノ、 一攫千金、 億万長者！！ ・ ・ ・ そこには非日常が満ち溢

れていました。 そして、 その非日常気分をさらに盛り上げるのにネオ

ンや動きのある電光サインなどの照明は必要不可欠なツール。 好き

嫌いは別として、 これだけ照明が街の構成要素としての地位を確立

している都市も珍しいのではないでしょうか？

ライティングフェアでどんなに 「時代は省エネ、 長寿命、 高効率！！」

などと謳われようが、 ラスベガスの街では 1 回に１５０万円以上の電

気代が使われるという、 天井一面を電球で埋め尽くしたアーケード

ショーが毎晩繰り広げられています。

電気代のことが気になってしまう小市民には一夜にして億万長者にな

るようなギャンブルはできないのかなぁ ・ ・ ・ 、 と照明過食症に陥っ

た後のボンヤリした頭で考えてみるのでした。

　（田沼　彩子）

★★★投稿規定★★★

照明探偵団通信 vol.11 （次号） の原稿を募集しています。 独自の照

明探偵レポート、 光に思う今日の日本、 照明について知りたいこと、

疑問に思っていることなどなど、 テーマは何でも結構です。 日頃ひ

かり、 あかりなどについて思っていることや様々なレポートを照明探

偵団通信に発表してみませんか。 原稿の送付方法は、

●原稿をテキスト形式で保存したフロッピーを送付

● e-mail で送付

（メール上記述でも原稿テキストファイル添付でも OK）

● FAX で送付　●郵送で送付

のいずれかでお願いいたします。 また、 このほかの送付方法をお考

えの方は、 事務局までご相談ください。 投稿お待ちしております！

照明探偵団 ・ 事務局
〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 5-28-10 ライティング プランナーズ アソシエー
ツ内
 TEL ： 03-5469-1022　FAX ： 03-5469-1023
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面出団長、「視点・論点」に出演！！

　       　NHK 教育テレビ　 2001 年５月２１日　

５月２１日 （月） 22:45 ～ 22:55 の NHK 教育テレビ 「視点 ・ 論点」

に面出団長が出演しました。 昨年１０月に 「２１世紀の都市照明」

というテーマでの同番組への出演に続き、 ２回目の出演でした。

今回のテーマは「陰影をデザインする」。 京都駅や東京国際フォー

ラムなど LPA のプロジェクトを例に挙げながら、 照明デザインに

おける陰影の重要さを解説しました。
収録後チェック風景

只今収録中 ・ ・ ・


